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　南遊佐地区で、今、コミュニティ振興会、学区社会福祉協議会が中心となって、熱い議論を交わしています。研修のテーマは、『地域住
民同士で支え合い、より良い南遊佐にするためにはどうすればよいか、何ができるか』。これまで４回の話し合いを重ね、地域の課題と
強みや長所を共有しながら、課題解決のための幾つかの仕組みを提案しています。現在、来年度の具体的な取り組み（実践）に向けて、詰
めの話し合いが行われています。
　こうした研修会には、市、当社協、東北公益文科大学が全面的に応援しています。皆さんの地域でも、研修会を通じて、地域を見つめる
時間をつくってみませんか？

●「第3期酒田市地域福祉活動計画」（案）について   ２～３
●PHOTO社協　写真で見る社協事業    ４
●おめでとうございます    ５
　一筋のみち　地域福祉を支えた皆様
●共同募金／歳末たすけあい募金
　集まった善意のこころ    ６～７
●おしらせ    ８
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第
3
期
酒
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

地
区
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
き
、
市
社
協
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
等
で
検
討
を
重
ね

 「第3期酒田市地域福祉　　活動計画」（案）について
基本
目標Ⅰ

基本
目標Ⅱ

基本
目標Ⅲ

基本
目標Ⅳ

つながりを大切にし共に支え合うまち

安全で安心して暮らせるまち

地域福祉サービスの充実したまち

世代をこえて　ひと　こころを育てるまち

13 多様な主体との連携の推進 自治会等の地縁組織、ボランティア団体やNPO法人に限らず、様々な分野の関係機関・団体と連
携、ネットワークを構築し、多様な地域課題に対応できる地域づくりを支援します。

14 社会福祉法人等への地域公益活動参加の働きかけ
社会福祉法改正（見込み）も踏まえ、社会福祉法人が実施する「地域公益活動」について、市内の
社会福祉法人に協働を働きかけ、具体的な内容と進め方について協議・検討します。

15 ボランティアセンター、市公益活動支援センターの活動推進
「ボランティアセンター」「市公益活動支援センター」の周知と運営の改善により、ボランティア
活動や市民活動の活性化を図ります。

16 災害ボランティアセンターの体制整備 社協が担う災害ボランティアセンターの設置について、平時より周知と訓練を重ねるなどし、災
害時に即応できる体制整備を進めます。

17 本市への避難者支援及び被災地支援の継続
東日本大震災による本市への避難者が安心して生活できるよう支援を行い、また、市民による復
興支援活動への協力を継続します。

18 生活困窮者自立支援事業の拡充 生活困窮者等への支援について、「生活自立支援センターさかた」の体制充実、「家計相談支援」
など任意事業の実施検討、困窮者等が孤立しない地域づくりを進めます。

19 新たな地域課題への対応 自殺者の増加、悪質商法、若年無業者（ニート）・ひきこもり者問題、空き家やゴミ屋敷問題など、
新たな課題への対応を検討、実施します。

20 福祉サービス利用援助事業・成年後見事業の拡充
事業の利用者の増加や市民後見人の育成も見据えて、両事業の周知や実施体制を充実し、権利
擁護のための支援を拡充します。

21 共同募金活動の拡充と改善 「地域をつくる市民を応援する共同募金への転換」を目指し、助成先の拡大と市民参加策の検討
など、活動の拡充と改善を進めます。

22 市社会福祉協議会の基盤強化の継続 業務の簡素化と効率化を図り、また、活動に必要な財源確保のための方策と社会福祉事業基
金の有効な活用方法について検討します。

23 市社会福祉協議会職員の専門性の向上 社協職員の積極的な研修参加や資格取得を通してコミュニティソーシャルワークの向上に努め、
市民に頼られる職員を目指します。

24 市社会福祉協議会の情報発信、理解促進の継続
社協活動に関わりの少ない方への周知や広報のあり方をはじめ、既存の広報の改善、メディアや
ネット活用を含め、拡充を検討します。

て
き
た
第
3
期
酒
田
市
地
域
福
祉
活

動
計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

3
月
下
旬
に
開
催
す
る
市
社
協
理

事
会
・
評
議
員
会
の
最
終
決
定
を
経

て
、
市
社
協
の
今
後
5
年
間
の
活
動

計
画
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

計
画（
案
）の
概
要

　

計
画
で
は
、
市
の
第
3
期
酒
田
市

地
域
福
祉
計
画
（
案
）
と
「
基
本
理

念
」「
基
本
目
標
」
を
同
じ
く
し
、

市
の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
役
と
し

て
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
24
項
目

か
ら
な
る
「
具
体
的
取
組
み
（
上
段

表
記
載
）」
を
定
め
ま
し
た
。

［
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
進
め
る
取
組
み
］

　

高
齢
化
の
進
行
と
そ
れ
に
伴
う
将
来
へ
の
不
安
に
応
え
て
、
こ
れ
ま
で
市

社
協
が
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
推
進
し
て
き
た
地
域
福
祉
活
動
を
「
新
・
草

の
根
事
業
の
包
括
的
見
直
し
」「
福
祉
協
力
員
の
あ
り
方
の
検
討
」
を
行
う

こ
と
で
、
よ
り
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
で
の
「
新
た
な
支
え
あ
い
活
動
」
の
取
組
推
進
」「
介
護
保

険
法
改
正
へ
の
積
極
的
対
応
」「
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ら
で
は
の
子
育
て

支
援
」「
新
た
な
地
域
課
題
へ
の
対
応
」「
共
同
募
金
活
動
の
拡
充
と
改
善
」

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
課
題
を
地
域
で
解
決
す
る
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
、

地
域
と
共
に
推
進
し
ま
す
。

［
地
域
を
越
え
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
進
め
る
取
組
み
］

　

一
方
で
、
地
域
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ

各学区・地区での地区
懇談会の様子
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い
て
は
、
市
や
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
、「
認
知
症
関
連
施
策
へ
の
積

極
的
関
与
」「
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ら
で
は
の
障
が
い
者
支
援
」「
社
会
福

祉
法
人
等
へ
の
地
域
公
益
活
動
参
加
の
働
き
か
け
」
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
を
越
え
て
広
く
協
力
と
連
携
を
求
め
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
市
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
推
進
」「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備
」「
本
市
へ
の
避
難
者
支
援
及
び
被
災
地
支
援
の

継
続
」
を
行
い
ま
す
。

［
担
い
手
の
確
保
と
多
様
な
主
体
と
の
連
携
］

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
活
動
の
担
い
手

確
保
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
担
い
手
が
固
定
化
・
高
齢
化
、
次
世

代
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
地
域
福
祉
活
動
の

担
い
手
確
保
の
促
進
」「
地
域
で
の
福
祉
教
育
の
実
施
」
に
力
を
注
い
で
い

き
ま
す
。「
自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
組
織
と
の
連
携
強
化
」「
多
様

な
主
体
と
の
連
携
の
推
進
」
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
団
体
・
事
業

者
と
の
協
力
体
制
を
よ
り
強
固
に
し
ま
す
。

［
市
社
協
が
中
心
と
な
り
地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
に
］

　
「
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ら
で
は
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
展
開
」「
市
社

会
福
祉
協
議
会
な
ら
で
は
の
制
度
外
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
」「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
の
拡
充
」「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
・
成
年
後
見
事
業

の
拡
充
」
な
ど
、
市
社
協
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
べ
き
点
は
よ
り
強
化
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
た
め
、「
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
盤
強

化
の
継
続
」「
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
専
門
性
の
向
上
」「
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
情
報
発
信
、
理
解
促
進
の
継
続
」
を
行
い
、
よ
り
真
に
市
民
に
必

 「第3期酒田市地域福祉　　活動計画」（案）について

基本理念　　元気で笑顔あふれるまち さかた

1 新・草の根事業の包括的見直し 見守り活動をはじめとする新・草の根事業を推進するにあたり、地域社会における今日的な課題
や介護保険法改正による新しい総合事業の導入、地域特性を踏まえて包括的に見直しします。

2 福祉協力員のあり方の検討
「見守りネットワーク支援事業」で見守りを実践する福祉協力員に対し、その役割について研修
内容を充実するとともに異変時対応の対処方法、個人情報の取扱い対応などに課題があること
から、他市事例も調査の上、その活動のあり方を検討します。

3 地域での「新たな支えあい活動」の
取組推進

少子高齢化や過疎化などが進行する地域社会にあって、住み慣れた地域で安心して暮らし続け
るために、地域住民を主体とする「新たな支えあい活動」の取組みを推進します。

4 介護保険法改正への積極的対応 介護保険法改正による新たな総合事業の導入にあたり、生活支援サービスの開発・創出やその
担い手の育成等について市と連携して取組みを進めます。

5 認知症関連施策への積極的関与 市の推進する認知症への啓発活動など各種施策に協力し、地域における認知症サポーター養成
講座の開催などを支援します。

6 市社会福祉協議会ならではの介護サ
ービス事業の展開

社協が行う介護サービス事業の意義を明確にし、「地域福祉と介護サービスの連携強化」など社
協らしい介護サービス事業の展開を図ります。

7 市社会福祉協議会ならではの制度外
サービスの展開

既存制度では解決できない日常生活のちょっとした困りごとを解決するため、新たな制度外サ
ービスを開発するとともに、社会資源を把握し、市民への情報提供を行います。

8 市社会福祉協議会ならではの障がい
者支援

「障害者差別解消法」の主旨に沿って、差別解消の啓発や障がい児（者）の社会参加に向けた取組
みを実施、支援します。

9 市社会福祉協議会ならではの子育て
支援　

共同募金助成による支援を継続するとともに、新・草の根事業との連携や地域特性に応じた子育
て支援策を検討し、実施します。

10 地域福祉活動の担い手確保の促進 地域活動の担い手の固定化・高齢化など、次世代の担い手が不足している現状を踏まえ、新たな
担い手確保とその育成を促進、支援します。

11 地域での福祉教育の実施 地域や福祉に親しむ子ども達を育てる方策を検討し、地域や学校現場の協力を得ながら、地域で
の福祉教育を実施し、地域活動やボランティア活動の担い手を育成します。

12 自治会・コミュニティ振興会組織との連携強化
学区・地区社協と自治会、コミ振が一体となって地域福祉活動が進められるよう、社協事業の
周知と理解を促進し、連携を構築・強化します。

市社協で計3回開催された策定委員
会の様子

要
と
さ
れ
る
市
社
協
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

今
後
、4
月
以
降
、各
学
区
・
地
区
へ
市

社
協
職
員
が
計
画
を
ご
説
明
に
伺
い
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
の
ご
協
力
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
来
年
度

か
ら
の
計
画
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

24項目の「具体的取組み」
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社
協
っ
て
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？

写
真
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

写
真
で
見
る

　
　
　
社
協
事
業

写
真
で
見
る

　
　
　
社
協
事
業

PHOTO
社協

28.1.23と2.13　豪雪地帯の日向地区で、高齢者宅の除雪活動を行いました。地域の方たちを中心とし
た、市や市社協も参加する「日向地域支え合い活動実行委員会」が主催し、ボランティアを募りました。 
4年目の今冬も、地元をはじめ、中学生、高校生、一般のボランティアが、市内や県内外から延べ266名が
集結し、家を埋め尽くしていた雪をみるみる片付けました。皆さん、ありがとうございました。終わった後の交
流会も楽しかったですね。

27.12.5　ひらたタウンセンター　シ
アターOZで、「共同募金応援クリスマ
スコンサート」を開催しました。当日は、
昨年に引き続き、美しいコーラスの「ハ
ミングバーズ　チーム・オーマチーノ」、
甘い声での弾き語り「酔奏楽部」に出
演の協力をいただきました。メインゲス
トには「酒田吹奏楽団」にお越しいた
だき、圧倒的な迫力の演奏を披露いた
だきました。
出演いただいた皆さん、参加いただい
た皆さん、募金への協力と楽しいひと
時をありがとうございました。

八
幡
支
部

平
田
支
部

松
山
支
部

27.12.18　八幡地区の一人暮らし高齢者を招待して、む
つみ会クリスマス交流会を開催しました。当日は、八幡保育
園年長児が遊戯を披露。その可愛らしい姿に、皆さん目じり
が下がりっぱなしでした。

28.1.27　（医）正和会 日野病院 馬場淳臣院長を講師
に迎え、“うつ病と認知症”についての公開講座を開催しまし
た。参加者は225名！他人ごとではなく自分のこととして、熱
心に学んでいました。

婦
人
会
と
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、
ふ
れ
あ
い
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。松
山
学
童
あ

す
な
ろ
ク
ラ
ブ
よ
り
作
っ
て
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
お
弁
当
に
添
え
て
、
民
生
児
童
委
員
か
ら
利

用
者
宅
に
届
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
う
め
け
の
〜
。」

酒
田
電
気
工
事
協
同
組
合
青
年
部
、
同
女
性
部（
彩
の

会
）、東
北
電
力
㈱
、消
防
本
部
、民
生
児
童
委
員
か
ら
協

力
を
い
た
だ
き
、一人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
電
気
点
検
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
今
年
度
は
鳥
海
・
南
遊
佐
・

東
平
田
・
中
平
田
・
北
平
田
・
八
幡
の
地
域
を
対
象
に
、42

世
帯
で
実
施
）
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◆
山
形
県
・
県
民
福
祉
大
会
表
彰

【
県
知
事
表
彰
】

《
共
同
募
金
運
動
奉
仕
者
　
団
体
》

　

酒
田
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

　

酒
田
市
自
治
会
連
合
会

《
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
等
　
従
事
者
》

○
社
会
福
祉
事
業
永
年
従
事

　

土
門　

修
（
芙
蓉
荘
）　

多
田　

浩
子
（
光
風
園
）

　

齋
藤　

暁
（
シ
ェ
・
モ
ワ
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
　
団
体
》

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
ら
た

【
県
知
事
感
謝
状
】

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》
天
真
学
園
高
等
学
校

【
大
会
会
長
表
彰
】

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
》

　

石
川　

和
雄
（
福
山
）　　

澁
谷　

政
信
（
広
野
）

《
一
般
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者
》

○
福
祉
施
設
等
永
年
勤
続

　

佐
藤　
　

正（
幾
久
栄
会
）　

佐
藤　

淳
司（　
同　

）

　

堀　
　

美
智
（
多
機
能
こ
う
ら
く
）　

　

後
藤　

芳
生
（
酒
田
市
社
協
）

　

五
十
嵐　

勉
（　
　

同　
　

）

　

日
下
部
福
美
（　
　

同　
　

）

　

菅
原　

恵
子
（　
　

同　
　

）

　

五
十
嵐
昌
子
（　
　

同　
　

）

《
社
会
福
祉
協
議
会
優
良
活
動
　
団
体
》

　

琢
成
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

日
向
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

《
社
会
福
祉
事
業
協
助
・
奉
仕
者
　
個
人
》

　

菅
原
き
く
の
（
広
野
）

《
社
会
福
祉
事
業
協
助
・
奉
仕
者
　
団
体
》

　

酒
田
市
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
さ
な
手
の
会
」

《
地
域
福
祉
活
動
功
労
者
》

　

安
田　

幸
三
（
緑
ヶ
丘
）

【
山
形
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
】

○
県
社
協
賛
助
会
員
（
団
体
）

　

医
療
法
人
日
吉
歯
科
診
療
所

◆
酒
田
市
前
田
福
祉
賞

○
多
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

柿
﨑　

和
則
（
字
本
町
）

　

絵
手
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
ほ
え
み
会

　
　
　

会
長　

佐
藤　

忠
博
（
新
橋
）

◆
酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

○
社
協
運
営
参
画

　

戸
田　
　

登
（
観
音
寺
）　

関
根　

智
也
（
若
竹
町
）

　

榎
本　
　

孝
（
北
町
）　

○
住
民
自
治
活
動

　

冨
樫　

鐐
一
（
千
日
町
）　

北
村　

宏
治
（
東
大
町
）

　

桐
原　

英
生
（
錦
町
）　

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

　

石
川　
　

完
（
砂
越
）　

○
遺
族
会
活
動

　

角
田
や
す
子
（
末
広
町
）

○
学
区
・
地
区
社
協
活
動

　

髙
橋　

義
明
（
新
堀
）　　

伊
藤　

洋
子
（
宮
野
浦
）

○
福
祉
協
力
員
活
動

　

平
岡　

和
子
（
中
町
）　　

奥
山　

光
子
（
栄
町
）

　

北
村　

郁
子
（
栄
町
）　　

佐
藤
喜
惠
子
（
北
新
町
）

　

藤
原
喜
重
子
（
御
成
町
）　

渡
邊　

孝
子
（
寿
町
）

　

土
田　
　

優
（
若
竹
町
）　

國
分　

清
子
（
山
居
町
）

　

新
野
せ
つ
子
（
浜
中
）　　

早
坂
し
の
ぶ
（
浜
中
）

　

西
形　

頂
子
（
光
ヶ
丘
）　

前
田　

洋
子
（
相
生
町
）

　

斉
藤　

富
子
（
一
番
町
）　

佐
藤
美
和
子
（
一
番
町
）

　

佐
藤　

久
子
（
浜
田
）　　

河
井　

栄
子
（
相
生
町
）

　

森　
　

恭
子
（
幸
町
）　　

西
方
八
重
子
（
新
井
田
町
）

　

菊
池　

澄
子
（
浜
田
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

庄
内
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

　

上
田
読
み
聞
か
せ
こ
だ
ま
の
会

◆
酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
感
謝
状

○
ふ
れ
あ
い
給
食
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

石
川　

節
子
（
相
生
町
）　

本
間　

俊
子
（
新
井
田
町
）

　

齋
藤　

さ
と
（
上
本
町
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

酒田市社会福祉協議会表彰受賞者の皆様

一
筋
の
み
ち

地
域
福
祉
を
支
え
た
皆
様

敬
称
略
・
順
不
同
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募
金
箱
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

企
業
や
団
体
の
皆
様

・
イ
オ
ン
酒
田
南
店

・
酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

・
酒
田
市
役
所

・
酒
田
市
八
幡
総
合
支
所

・
酒
田
市
松
山
総
合
支
所

・
酒
田
市
平
田
総
合
支
所

・
松
山
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

・
酒
田
市
交
流
ひ
ろ
ば

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス

・
酒
田
警
察
署

・
琢
成
コ
ミ
セ
ン　
　

・
浜
田
コ
ミ
セ
ン

・
若
浜
コ
ミ
セ
ン　
　

・
富
士
見
コ
ミ
セ
ン

・
東
禅
寺
コ
ミ
セ
ン　

・
港
南
コ
ミ
セ
ン

・
松
陵
コ
ミ
セ
ン　
　

・
泉
コ
ミ
セ
ン

・
宮
野
浦
コ
ミ
セ
ン　

・
西
荒
瀬
コ
ミ
セ
ン

・
新
堀
コ
ミ
セ
ン　
　

・
広
野
コ
ミ
セ
ン

・
浜
中
コ
ミ
セ
ン　
　

・
黒
森
コ
ミ
セ
ン

・
十
坂
コ
ミ
セ
ン　
　

・
東
平
田
コ
ミ
セ
ン

・
中
平
田
コ
ミ
セ
ン　

・
北
平
田
コ
ミ
セ
ン

・
上
田
コ
ミ
セ
ン　
　

・
本
楯
コ
ミ
セ
ン

・
南
遊
佐
コ
ミ
セ
ン　

・
一
條
コ
ミ
セ
ン

・
観
音
寺
コ
ミ
セ
ン　

・
大
沢
コ
ミ
セ
ン

・
日
向
コ
ミ
セ
ン　
　

・
山
寺
コ
ミ
セ
ン

・
松
嶺
コ
ミ
セ
ン　
　

・
内
郷
コ
ミ
セ
ン

・
南
部
コ
ミ
セ
ン　
　

・
田
沢
コ
ミ
セ
ン

・
ひ
ら
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
東
陽
コ
ミ
セ
ン
）

・
郡
鏡
・
山
谷
コ
ミ
セ
ン
・
南
平
田
コ
ミ
セ
ン

・
砂
越
・
砂
越
緑
町
コ
ミ
セ
ン

・
鳥
海
保
育
園

・
宏
友
会 

う
ら
ら

・
光
風
会 

シ
ェ
・
モ
ワ

・
光
風
会 

芙
蓉
荘

・
幾
久
栄
会 

幸
楽
荘

・
㈱
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
鳥
海

・
明
松
会 

和
光
園

・
正
覚
会 

ラ
イ
フ
ケ
ア
黒
森

・
さ
く
ら
福
祉
会 

さ
く
ら
ホ
ー
ム

・
さ
く
ら
福
祉
会 

さ
く
ら
ホ
ー
ム
広
野

・
友
和
会 

サ
ン
・
シ
テ
ィ

・
か
た
ば
み
会 

か
た
ば
み
荘

・
社
団
さ
つ
き
会 

明
日
葉

・
健
友
会 
ひ
だ
ま
り

・
平
田
厚
生
会 
寿
康
園

・
徳
州
会 

徳
田
山

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
の
花
畑
（
福
山
）（
上
黒
川
）

・
酒
田
市
美
術
館

・
出
羽
遊
心
館

・
か
ん
ぽ
の
宿
酒
田

・
土
門
拳
記
念
館

・
日
本
海
総
合
病
院

・
日
本
海
総
合
病
院
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー

・
酒
田
看
護
専
門
学
校

・
酒
田
市
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
東
北
公
益
文
科
大
学

・
鶴
岡
信
用
金
庫
戸
野
町
支
店

・
酒
田
飽
海
地
区
保
護
司
会

・
酒
田
吹
奏
楽
団

・
眺
海
の
森 

さ
ん
さ
ん

・
酒
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

・
酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
酒
田
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
ゆ
り
荘

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
ず
み

街
頭
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

・
第
１
民
児
協　

・
第
２
民
児
協　

・
第
３
民
協

・
酒
田
市
遺
族
会

・
光
風
会 

シ
ェ
・
モ
ワ　

・
光
風
会 

芙
蓉
荘

・
光
風
会 

た
ぶ
の
木　
　

・
光
風
会 

三
ツ
葉
荘

・
光
風
会 

光
風
園
（
通
所
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ら
た

・
浜
田
ふ
れ
あ
い
給
食
協
力
会

・
亀
ケ
崎
女
性
部
連
絡
協
議
会

・
広
野
と
も
し
び
会

・
酒
田
市
白
鳥
を
愛
す
る
会

・
酒
田
市
母
子
福
祉
ね
む
の
木
会

・
酒
田
市
障
が
い
者
福
祉
会

・
鶴
岡
信
用
金
庫
戸
野
町
支
店

・
酒
田
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

・
酒
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

・
本
楯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
酒
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
酒
田
支
部

集まった善意のこころ

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ら
い
ず

・
酒
田
・
飽
海
更
生
保
護
女
性
会

・
天
真
学
園
高
等
学
校

・
酒
田
山
王
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
酒
田
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
酒
田
市
社
協
理
事
・
監
事
・
評
議
員

職
場
や
団
体
、
学
校
、
個
人
で
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

・
酒
田
市
職
員
一
同

・
酒
田
市
八
幡
総
合
支
所
職
員
一
同

・
酒
田
市
松
山
総
合
支
所
職
員
一
同

・
酒
田
市
平
田
総
合
支
所
職
員
一
同

・
日
本
海
総
合
病
院
職
員
一
同

・
日
本
海
総
合
病
院
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
一同

・
東
北
電
力
㈱
有
志
一
同

・
風
っ
こ
の
会

・
酒
田
市
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
さ
な
手
の
会

・
酒
田
市
遺
族
会

・
酒
田
看
護
専
門
学
校

・
酒
田
市
母
子
福
祉
ね
む
の
木
会

・
酒
田
市
老
人
福
祉
大
会
参
加
の
皆
様

・
山
形
県
・
県
民
福
祉
大
会
参
加
の
皆
様

・
宮
野
浦
保
育
園　
　

・
黒
森
保
育
園

・
西
荒
瀬
保
育
園　
　

・
酒
田
報
恩
会
保
育
園

・
若
浜
保
育
園　
　
　

・
亀
ヶ
崎
保
育
園

・
十
坂
保
育
園　
　
　

・
十
坂
保
育
園
職
員
一
同

・
新
堀
保
育
園　
　
　

・
北
平
田
保
育
園

・
若
宮
保
育
園　
　
　

・
北
新
橋
保
育
園

・
小
鳩
保
育
園　
　
　

・
泉
保
育
園

・
上
田
保
育
園　
　
　

・
木
の
実
保
育
園

・
広
野
保
育
園　
　
　

・
東
平
田
保
育
園

・
浜
中
保
育
園　
　
　

・
本
楯
保
育
園

・
中
平
田
保
育
園

・
第
４
民
児
協　
　
　

・
第
５
民
児
協

・
第
６
民
児
協　
　
　

・
第
７
民
児
協

・
第
８
民
児
協　
　
　

・
第
10
民
児
協

・
南
平
田
小
学
校　
　

・
田
沢
小
学
校

・
酒
田
光
陵
高
等
学
校

・
東
部
中
学
校 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
Ｓ
Ｕ
Ｎ

・
イ
オ
ン
酒
田
南
店

・
イ
オ
ン
酒
田
南
店
職
員
一
同

・
山
形
県
社
会
福
祉
士
会
庄
内
支
部

・
酒
田
・
飽
海
建
設
総
合
組
合
広
野
支
部

・
北
平
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

・
広
野
フ
レ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス

・
酒
田
市
月
曜
会

・
組
み
ひ
も
森
の
木
会

・
婦
人
の
友 

友
の
会

・
亀
ケ
崎
松
原
婦
人
学
級

・
正
覚
会 

ラ
イ
フ
ケ
ア
黒
森

・
幾
久
栄
会
職
員
一
同

・
か
た
ば
み
会
職
員
一
同

・
さ
く
ら
福
祉
会 
さ
く
ら
ホ
ー
ム
広
野
職
員
一同

・
光
風
会 

芙
蓉
荘
職
員
一
同

・
光
風
会 

シ
ェ
・
モ
ワ
職
員
一
同

・
友
和
会 

サ
ン
・
シ
テ
ィ

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ら
た

・
健
友
会 

ひ
だ
ま
り
職
員
一
同

・
山
形
県
企
業
局
酒
田
水
道
事
務
所
職
員
一
同

・
庄
内
み
ど
り
農
協
平
田
中
央
支
店
職
員
一
同

・
酒
田
ふ
れ
あ
い
商
工
会
職
員
一
同

赤い羽根共同募金／歳末たすけあい募金

・
大
町
溝
土
地
改
良
区
職
員
一
同

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

が
く
ほ
れ
ん
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
酒
田

・
酒
田
吹
奏
楽
団

・
隊
友
会 

芝
田
直
樹

・
個
人
（
６
件
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

・
㈱
荘
内
日
報
社

・
ツ
ル
カ
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
酒
田
店

・
㈱
高
橋
洋
装

・
小
鷹
印
刷
㈲

・
酒
田
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

・
酒
田
か
が
や
き
会

・
軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

・
立
町
豊
寿
ク
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の
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大
な
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力
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だ
き
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。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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地球にやさしい再生紙を使用しています

◆生活自立支援センターさかた
◆専門スタッフが仕事や生活などでお困りの方
一人ひとりの悩みに寄り添い、課題解決に向け
て一緒に考え、自立に向けた支援を行います。
●時　間／午前８時30分～午後５時15分
●開設日／月曜日～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
●場　所／酒田市地域福祉センター
●電　話／0234-25-0350（直通）
●E-mail／jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

　さる1月21日、コープ東北サンネット事業連
合様（仙台市）との間で、生活困窮者向けに食
糧などを無償提供する「コープフードバンク」
事業に関する協定を締結しました。
　「コープフードバンク」の説明では「日本で
年間500万から800万トンの食べ物が廃棄され、

『全国民が毎日おにぎり2個』を捨てているのと
同じこと」とのことです。このような“もった
いない”ことを日本からなくすことと、食べる
ものを必要としている人の手助けになることを
目的として活動しているのが「コープフードバ
ンク」です。
　協定を結んだことにより、市社協に一定量の
食糧などを常時備えておくことができるように
なり、緊急に食糧などを必要としている人へ、
時間を置かずに支援する体制が整いました。コ
ープ東北サンネット事業連合会様、本当にあり
がとうございました。

◆心配ごと相談
◆健康、法律、医療、高齢者、女性及び児童問
題など様々な心配ごとについて、人権擁護委員
が相談を受け、問題解決のお手伝いをします。
●時　間／午前９時～正午
●開設日／原則　毎月第１・３・５火曜日
●場　所／酒田市地域福祉センター（来所相談）
●電　話／0234-23-5765

◆あたたかい福祉のひかり
　　ご寄附ありがとうございました
●社協へのご寄附
渡辺ユキ 様   大正琴１台

ひざ掛け４枚、エコたわし10枚
匿名   17,000円
酒田市農業委員会 様   さつまいも３ケース
酒田飽海建設総合組合 様   4,685円
平田カラオケ振興会 様   20,000円
みなと市場テナント会 様   30,000円
匿名   5,000円
とよだ洋品店 様   衣料品
匿名   3,000円
酒田飽海建設総合組合酒田東支部 様   10,000円
カトリック酒田教会 様   10,000円
匿名   32,909円
酒田市高校生ボランティアサークル「かざみどり」様
　　   33,136円
東北東ソー化学㈱労働組合 様   20,000円
匿名   4,000円
阿部千代吉 様   8,063円
藤塚ふれあいの会 様   サルのあみぐるみ3体
酒田市立泉小学校児童会 様   13,000円
孝祥寺寒修行者一同 様   10,000円
●指定寄附
【デイ松山利用者様へ】
畠中芳子 様   梨２箱
【ふれあい工房様、障がい者サポートセンター
 あらた様へ】
庄内ヤクルト販売㈱ 様   各50,000円
【母子福祉ねむの木会様へ】
㈱山形ビルサービス庄内支社 様
　　   クリスマスケーキ10個

※敬称略　平成27年8月21日～平成28年2月4日まで

心配ごとや困りごとがあれば、当社協まで気軽にご相談ください
＊相談無料・秘密厳守

コープフードバンクと酒田市社協が
食料品提供の協定を結びました♥

▲協定書の締結と一緒に食品等を提供いただきました。
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